
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

１－②を用いること。 
 
学校名 聖学院大学 
設置者名 学校法人聖学院 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

政治経済学部 政治経済学科 
夜 ・

通信 

0 

0 22 22 13  

人文学部 

欧米文化学科 
夜 ・

通信 

0 

24 24 13  

日本文化学科 
夜 ・

通信 
22 22 13  

児童学科 

(平成 30 年～) 

夜 ・

通信 
20 20 13  

人間福祉学部 

(～平成 29年) 

児童学科 
夜 ・

通信 

0 

20 20 13  

こども心理学科 
夜 ・

通信 
23 23 13  

人間福祉学科 
夜 ・

通信 
30 30 13  

心理福祉学部 

(平成 30 年～) 
心理福祉学科 

夜 ・

通信 
0 24 24 13  

（備考）平成 30 年に人文学部児童学科、心理福祉学部心理福祉学科を開設（これに

伴い人間福祉学部児童学科、こども心理学科、人間福祉学科の募集を停止） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.seigakuin.jp/about/faculty/#b27116 
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３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 なし 

（困難である理由） 
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様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 聖学院大学 
設置者名 学校法人聖学院 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.seig.ac.jp/about/officer/ 

事業報告書（法人ホームページ https://www.seig.ac.jp/report/annual/に公開）に掲載 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 株式会社従業員 2017/07/10

～

2021/07/09 

財務 

常勤 学校法人理事 2017/07/10

～

2021/07/09 

労務 

（備考） 
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

設置者名 学校法人聖学院 

学校名 聖学院大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表している

こと。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

【授業計画書（シラバス）の作成過程】 

授業計画書（シラバス）執筆要項を作成・配布し、授業の方法及び内容、到達目標、

準備学習（予習・復習）、成績評価の方法及び基準等の明記を全教員に求めている。 

また、執筆要項に基づき、ＦＤ・ＳＤ委員会によるチェックを実施。執筆内容の不

備等の修正を授業担当教員に求め、修正したうえで公表している。 

 

【授業計画書の作成・公表時期】 

前年度の 11 月～1月を授業計画書入稿期間、2月をチェック期間とし、履修ガイダ

ンス期間前（3月中旬）までにＷｅｂにて公表している。 

授業計画書の公表方法 
https://unipa.seigakuin-univ.ac.jp/uprx/up/pk/pky001 

/Pky00101.xhtml?guestlogin=Kmh006 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 
本学では、「聖学院大学学則」（第 23条・第 24 条）及び「単位認定に関する内規」

に基づき、客観的な指標として成績評価基準を設定し、学生要覧（冊子及び Web）に

て公表している。成績評価は、Ｓ（90-100 点）・Ａ（80-89 点）・Ｂ（70-79 点）・Ｃ

（60-69 点）・Ｄ（０-59 点）・Ｘ（３分の２以上出席という成績評価条件を満たさな

い）の６つのレベルで行われ、Ｃ以上を合格としている。また点数を伴わない単位認

定科目は評価Ｎ（認定）で表示される。 

また、各授業の評価方法については、授業毎に複数の評価項目（試験、授業への参

加度、レポート等）と評価割合を設定し、シラバスに記載し公表している。 
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３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

【ＧＰＡ等の客観的な指標の具体的な内容（指標の算出方法など）】 

全履修科目の評価平均値であるＧＰＡ（最高点を４とする）を導入している。ＧＰ

Ａの算出方法は、授業毎の成績評価レベル毎にＱＰＩ値（Quality Point Index）に

換算。Ｓ＝４、Ａ＝３、Ｂ＝２、Ｃ＝１、Ｄ＝０、Ｘ＝０とし、以下の計算式にて算

出している。 

（各履修科目評価のＱＰＩ値×単位数）の合計 

         履修単位数の合計 

 

【客観的な指標の適切な実施状況】 

上記算出方法によりＧＰＡを算出し、これを成績表（学生ポータルサイト）に記載

し、学期ごとの成績推移を容易に把握し、成績不良の学生の指導を適切に行えるよう、

活用している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

https://www.seigakuin.jp/edu/act_01/06/ 

http://seig16.seigakuin-univ.ac.jp/kyomu/yoran/119/ 

pdf/01/p24.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

【卒業の認定に関する方針の具体的な内容】 

聖学院大学は、「理念」に即した精神性と価値観および総合的判断力を備え、かつ

幅広い教養と専門的知識を身につけることにより、自由と人権を重んじ、隣人愛と使

命感をもって人類の平和と福祉の実現のためにグローバル社会の各分野で貢献でき

る人の育成を目指し、指定の卒業履修単位を獲得し、以下のような能力を身につけた

学生にそれぞれのディプロマを授与する。 

①学問の基礎を修得し、主体的な学びをすすめてゆく能力。 

②専攻する分野の知識と共に、グローバル及び複眼的に理解する能力。 

③地域社会の一員として必要な、他者を理解し協働して行動する能力。 

④自らの考えを発信し、他者の考えを理解するための基本的な文章の読解と記述 

 能力、コミュニケーション能力 

 

【卒業の認定に関する方針の適切な実施状況】 

上記卒業の認定に関する方針、各学部・学科の学位授与方針、修得単位数を踏まえ、

教務部委員会、学科会、教授会により、それぞれの定めた要件について卒業の水準を

達成しているかを合議し、卒業を認定している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.seigakuin.jp/about/policy/ 
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

４－②を用いること。 
学校名 聖学院大学 
設置者名 学校法人聖学院 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.seig.ac.jp/report/financial/ 

収支計算書又は損益計算書 https://www.seig.ac.jp/report/financial/ 

財産目録 https://www.seig.ac.jp/report/financial/ 

事業報告書 https://www.seig.ac.jp/report/annual/ 

監事による監査報告（書） https://www.seig.ac.jp/report/financial/ 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：聖学院ビジョン       対象年度：2018－2023 ） 

公表方法：https://www.seig.ac.jp/vision/ 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.seigakuin.jp/about/accreditation/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.seigakuin.jp/about/accreditation/ 
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（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関

する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 政治経済学部 

教育研究上の目的 

(公表方法：https://www.seigakuin.jp/files/4015/3795/3576/00120.pdf) 

(概要) 

(政治経済学部) 

 18 世紀の後半、西欧市民社会の成熟期にあたり、初めて社会科学としての経済学が成立

したとき、それは政治経済学(ポリティカル・エコノミー)として構想されたが、爾来、科

学技術のめざましい進展の過程で、技術的にも社会的にも分業が進み、これに対応する学

問も細分化、専門化の一途をたどってきた。しかし、今日の社会は、過度に専門化された

知識をもってしては、かえってその現実の態様を捉えることができにくくなってきている。

巨大な総合的有機体としての現代社会の認識のためには、高度に専門化された知識を生か

しつつ、学際的な総合による把握が不可欠となっている。 

 ここに統合学部としての政治経済学部が構想された。キリスト教思想の伝統においては、

ポリティックス(政治学)とエコノミックス(経済学)とは分けられず、広い意味でのエシッ

クス(倫理学)として捉えられていた。この統合は、今この新しい社会状況の中で、現代的

妥当性をもって再現されるべきであると考える。 

政治経済学部では、研究の目的を上記に関わるものとし、教育の目的を以下のように掲げ

る。 

①社会科学全般にわたる幅広い学識を身につけ、社会の多様な問題を総合的・多角的に 理

解・把握できる能力のある人を育成する。  

②情報の氾濫、価値観の多様化など、従来の枠組みではとらえきれない複雑な社会状況 の

中でも適切な判断を行うことができる能力のある人を育成する。  

③グローバルな場、ローカルな場など、さまざまの場で活躍・貢献する行動力ある人を育

成する。 

 

(政治経済学科) 

 日本は現在、他の国々と相携えて秩序ある世界経済の発展に貢献する責任をますます大

きく背負う立場にあり、欧米先進諸国とイコール・パートナーとなるに至っている。一方

国内的には、都市化・工業化・民主化・情報化の波は日本の地域社会をも、国際的変化に

直接連動させる結果をもたらし、日本社会を大きく変えつつある。このような社会変動の

渦の中で、一方での科学技術の国際化と他方国際関係の理解や、協応の実をあげるために

は、国内外を問わず、政治経済が新たに重要な意味を持つに至り、実社会の第一線で働こ

うとする人材の教育には、政治経済の統合された知識が不可欠となってきた。 

 そこで本学科では、国際的視野に立つ知識や教養を重視する立場から、まず語学教育を

重視する。また、キリスト教世界に属する諸外国の政治経済を中心とする地域研究を進め

る一方で、日本やアジアその他の国々の地域研究を行い、両者を比較考量する知識を授け

るとともに、本学が立地する埼玉県が日本の中でも最も典型的に都市化、高齢化、就業人

口の急増化、階層変化等が急速に進みつつある地域だけに、このような社会変動を政治経

済の局面において捉え、また社会学的、行政的、法的な観点からも考察する。 

政治経済学科では、研究の目的を上記に関わるものとし、教育の目的を以下のように掲げ

る。 

①政治経済を中心に、社会科学全般にわたる幅広い専門知識を身につけ、社会の多様な問

題を総合的・多面的に分析できる能力を有する人を育てる。 

②ビジネスの諸問題の解釈に向けて積極的に取り組むために、経済学や経営学の専門知識

を備えた人を育てる。 

③グローバリゼーションに対応しうる現実的な世界的視野のもとで、世界情勢を的確に把
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握する力を有する人を育てる。 

④良き市民として、また公務員となって、地域社会で活躍し貢献するために、地域社会お

よび地域経済に関する知識を備えた人を育てる。 

⑤情報社会に対応できる知識を身につけ、それらを市民活動や実務などで活用する能力を

有する人を育てる。 

 

卒業の認定に関する方針 

(公表方法：https://www.seigakuin.jp/about/policy/pse-policy) 

(概要) 

(政治経済学部) 

所定の課程を修了することで、社会科学全般の知識を修得し、人間尊重と適切な判断力に

もとづき、様々な場で行動する人材を育成します。 

①社会科学全般にわたる幅広い学識を身につけ、社会の多様な問題を総合的・多角的に理

解・把握できる能力。 

②情報の氾濫、価値観の多様化など、従来の枠組みではとらえきれない複雑な社会状況の

中でも適切な判断を行うことができる能力。 

③グローバルな場、ローカルな場など、さまざまの場で活躍・貢献する行動力。 

 

(政治経済学科) 

①政治経済を中心に、社会科学全般にわたる幅広い専門知識を身につけ、社会の多様な問

題を総合的・多面的に分析できる能力を有する人を育てる。 

②ビジネスの諸問題の解釈に向けて積極的に取り組むために、経済学や経営学の専門知識

を備えた人を育てる。 

③グローバリゼーションに対応しうる現実的な世界的視野のもとで、世界情勢を的確に把

握する力を有する人を育てる。 

④良き市民として、また公務員となって、地域社会で活躍し貢献するために、地域社会お

よび地域経済に関する知識を備えた人を育てる。 

⑤情報社会に対応できる知識を身につけ、それらを市民活動や実務などで活用する能力を

有する人を育てる。 

⑥以上のような目途に即した学業をなし、学科所定の卒業履修単位を取得した学生に、学

士号(政治経済学)を授与する。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

(公表方法：https://www.seigakuin.jp/about/policy/pse-policy) 

(概要) 

(政治経済学部) 

①基礎学力およびコミュニケーション能力の向上のための指導導入として、書き方、話し

方、情報リテラシーなど、基礎的な科目を配置する。 

②学生の関心・専門に応じた多岐にわたる専門科目、演習科目、卒業関連科目を提供する。 

③幅広い知識と経験を養成するために、外部講師とのパネルディスカッションの実施、イ

ンターンシップ、フィールドワークを導入する。 

 

(政治経済学科) 

①複雑多様なグローバル社会に対応しうる問題解決力を養い、体系的・主体的な学びを支

援する。 

②知の基礎力向上をめざすとともに、多面的な思考能力を養うため、1)政治経済、2)経営

コミュニケーション、3)まちづくりの 3 コースおよび公務員試験対策プログラムを設置

する。 

③自己表現力、傾聴力、他者との関係を取り結ぶ力など社会人に求められる就業力等を育

成する為、1 年次から 3 年次までの必修の演習科目等を通じて、少人数の参加型授業を

実施する。 
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④地域の運営や経済にかかわる実学的な知識と能力を養うため、フィールドワークを組み

込んだ体験的学習を重視する。 

 

入学者の受入れに関する方針 

(公表方法：https://www.seigakuin.jp/about/policy/pse-policy) 

(概要) 

(政治経済学部) 

①社会のさまざまな舞台で通用する、幅広い教養を身につけたい人を求める。 

②企業・公務員・教員・進学など、多方面の分野の中から、将来の自分の可能性を見つけ

たい人を求める。 

③グローバル及びグローカルな現代社会の第一線で役立つ判断力・行動力を身につけたい

人を求める。 

 

(政治経済学科) 

①社会のさまざまな舞台で通用する幅広い教養を身につけ、積極的に社会的な役割を担い、

貢献したい人を求める。 

②社会の第一線で役立つ判断力・行動力を身につけ、企業・公務員・教員・進学など、将

来の自分の可能性を見つけたい人を求める。 

③地域社会など多様なコミュニティの問題に関心・興味があり、公務、経済活動、地域活

動を通して地域社会の活性化に関わりたい人を求める。 

 

 

学部等名 人文学部 

教育研究上の目的 

(公表方法：https://www.seigakuin.jp/files/4015/3795/3576/00120.pdf) 

(概要) 

(人文学部) 

人文学部は、プロテスタント・キリスト教の文化伝統を受け継ぐ聖学院大学にあって、

古い伝統を有する「人文(フマニタス)」と呼ばれる学問領野を継承する学部である。聖学

院大学人文学部は、この「フマニタス」をその本来的な意義において理解し、特にキリス

ト教文化における「人間学(anthropology)」の伝統を継承する中で文化を教育と連結させ

ることによって、現代における「人間学的な文化形成」の実現を目指している。即ち、近

代世界の成立と展開に独自の貢献を果たし、現代社会においても固有の責任を負っている

プロテスタント・キリスト教の役割を基底とし、真理の探究と成熟した人間形成を希求す

る様々な教育と研究の営みを通じて、日本はもとより他国の人々をも含む人類全体の文化

の進展に寄与する人材を育成することを教育並びに研究の目標としている。 

 こうした深い「人間理解」に根差す人文学部は、欧米文化の研究的教育的継承を課題と

する欧米文化学科と、日本文化の全体像を新しい視点から研究し教育する日本文化学科、

さらには児童学を基盤に文化と教育の課題に取り組む児童学科とにより、人文学部として

の重要課題である「教育と文化の連結」について、特に「言葉」を重視する教育の中でこ

れを深化させ、強化する学部である。 

 折しも経済のグローバリゼーションのもたらす正負の「現実社会」を前に、日本の内と

外の双方からの視点を持ち、多元的な価値観のもとに異文化との共生を目指す「新しい人

文知」が必要とされる現状にあって、人文学部は、このような「現実社会」の動向に柔軟

に適応しつつ、次代を担う人材を育成することを目指す学部として存立する。 

 人文学部では、研究の目的を上記に関わるものとし、教育の目的を以下のように掲げる。 

①キリスト教を基盤とした学びを通じて人間理解と社会理解を深め、「他者とともに生き

る力」を発揮し得る能力を涵養する。 

②学問の基礎と幅広い教養を学ぶだけでなく、それを社会貢献に生かすために、語学力、

文章表現力、話す力などの多彩な表現力を身につける。 

③グローバリゼーションによって文化の地平が広がる中で、世界全体の文脈の中で持続的
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に「文化」の意義を問い直し、新たな文化交流と文化創造を切り開く広い視野と行動力

を身につける。 

④以上の目標を通じて身につける教養、知識、能力に基づき、各年齢層の教職に就くにふ

さわしい人間性と力量を形成する。 

 

(欧米文化学科) 

 欧米文化学科は、時代の趨勢であるグローバル化に対応し、プロテスタント・キリスト

教の伝統の精神および文化を継承しつつ、それを研究、教育することを目的とし、現代に

ふさわしい国際的な感性をもった学生の育成を目指す。即ち、今日の相互に関連し合う世

界において、学生がグローバル市民としての役目を果たせるようになるために、自国だけ

ではなく、他国の言語、歴史、風習、伝統、考え方等の知識も獲得し、グローバルリベラ

ルアーツ教育－欧米と日本の言語と文化の知識習得－に力を注ぐことで、卒業後の進路に

おいて成功するための必要なスキルを獲得することを教育目標とする。 

具体的には、留学制度や TOEIC、TOEFL などの資格対策科目などによってコミュニケーシ

ョン力を磨く英語を中心に、その他のヨーロッパの諸言語や日本語表現法までを幅広くか

つ多彩な形で学ぶこと、さらには、グローバル時代の文化を『グローバル社会の倫理』『英

語圏文化』『視覚文化』などの多彩な科目を通じて今日の文化のあり方を考えていくこと

を通じて、「グローバル・コミュニケーション力」と「異文化理解」を養っていく。また、

教職課程(英語)や児童英語、さらにはキャリア・ガイダンスや海外企業インターンシップ

などにおいて資格取得や就職活動もサポートすることで、グローバルな現代社会にふさわ

しい、多様な価値観を受けとめる力量を持った人材を育成する。 

欧米文化学科では、研究の目的を上記に関わるものとし、教育の目的を以下のように掲げ

る。 

①国際人として世界を舞台に活躍するための、責任ある主体性やコミュニケーション力を

習得する。 

②グローバル世界に大きな影響力を持つ欧米文化についての知識や、それを源流とする思

考法を身につける。 

③現代国際社会の複雑な多文化状況を読み解き、文化的問題の解決に貢献するための文化

的批判力を習得する。 

 

(日本文化学科) 

欧米のキリスト教文化の到来が惹き起こした日本文化との出会いは、単なる文化の比較

論によっては捉えられない深い次元での文化接触であり、それは新しい日本学を要求する

ものである。今や日本文化の研究は、単なる多元主義による自家文化の特殊性の擁護や主

張に留まることはできない。むしろグローバリゼーションという文化地平が拡大してゆく

中で、日本文化の特色を自覚しつつ、それを新しく人類文化の文脈の中で理解し、新しい

文化交流へと生かすという「日本学」が要求される。 

日本文化学科は、この新しい文化グローバリゼーションというコンテキストにおける日

本学に取り組むために、言語学や文学のほか、広く歴史、宗教、思想、芸術、ポップカル

チャーなどの広範な研究領域において日本文化の新しい見直しと統合の方向を模索する。 

また本学科は、社会での実践的な能力の育成、ひいては人生全体を生き抜く力を身につ

けるために、より体験的、実践的な科目をおき、その能力をもとに文化、教育等において

地域にも貢献できる人材を育成することを目指し、さらには近隣の東北アジアとの文化交

流を視野に入れた新しい日本学を展開していく。 

日本文化学科では、研究の目的を上記に関わるものとし、教育の目的を以下のように掲

げる。 

①日本の社会や文化の課題に、世界の中での日本を見つめるグローバルな視点から取り組

むことができる人として活躍できるための、人文学の幅広くかつ深い学識を習得する。 

②歴史的・文化的・精神的な遺産を、正しく理解し尊重する専門的な知識にたって、さま

ざまな持ち場で活躍できる市民としてのあり方を身につける。 

③文章表現や言語的コミュニケーションの力を習得し、積極的な自己実現の意欲と、同時
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に他者を尊重する態度を涵養する。 

 

(児童学科) 

児童学科は、幼稚園と小学校の教員養成を主たる目的として開設され、あわせて指定保

育士養成施設として認可され、キリスト教的人間理解を基盤とし子どもを一人の人格とす

る児童理解をふまえて、乳幼児期から学童期までの全ての子どもたちの育ちに関わる課題

に取り組むことを教育研究の使命としている。とくに、児童英語をふくむ言葉の技能を身

につけ、倫理観ある専門性を備えた幼稚園教諭、小学校教諭、特別支援学校教諭、保育士

をいかに養成するかは、学科を挙げての研究課題である。教育研究の対象とする子ども期

を、言葉に触れ、言葉を信頼し、言葉を獲得して使う力を習得する時期と捉え、建学の精

神に即した教職課程において育まれた深い他者理解とコミュニケーション力を生かして、

主として人とつながる領域で活躍する幅広い職業人の育成を模索する。 

児童学科では、他の文化圏の人とつながる手段としての児童英語に着目し、幼児・児童

の英語指導の理論と技能を身につけた教員養成に取り組む。言葉の力を信頼し、人の言葉

を受け止める力と言葉に拠って思考する力、さらに言葉を媒介として児童・保護者・同僚・

地域社会と繋がることのできる人間性と技能の模索や、言葉にならない思いが心持ちの内

に常に在ることを認識し、身体的事情で発語がかなわない場合にも願いは変わらずに在る

ことを理解し、こうしたことに思いを至らせることのできる人としての姿勢と度量を育む

こともまた、児童学科の専門職養成の研究主題である。 

児童学科では、研究の目的を上記に関わるものとし、教育の目的を以下のように掲げる。 

①「人間学を基底においた児童学」を通じて培った他者理解の方法論を基にして、言葉・

子どもの文化・人間関係に関する素養を身につけた人を育てる。 

②発達理論や心理学の知識を土台にして子どもの「言葉にならない思い」を汲むことがで

きるとともに、対人援助技術を身につけコミュニケーション力を活かして社会で活躍で

きる人を育てる。 

③異文化を背景とした「子どもの育ち」を応援できる、グローバル化に対応できる人を育

てる。 

④資格取得を求める学生に対しては、責任感と倫理観を備えた子どもを育てる専門人とし

て、子どもとその家族の良きパートナーになり、子どもが生きやすい環境づくりと社会

全体の福祉に貢献できる小学校教諭、特別支援学校教諭、幼稚園教諭、保育士となるよ

う育成を図る。 

 

卒業の認定に関する方針 

(公表方法：https://www.seigakuin.jp/about/policy/hmn-policy2018/) 

(概要) 

(人文学部) 

本学部では、所定の課程を修めるとともに正課外活動等における総合的学びを通じて、

以下のような能力を身につけた者に対し学位を授与することとする。 

①キリスト教を基盤とした学びを通じて人間理解と社会理解を深め、「他者とともに生き

る力」を発揮し得る能力。 

②学問の基礎と幅広い教養を学ぶのみならず、それらを多彩な表現力によって発現するこ

とで社会のために主体的に貢献しうる能力。 

③グローバリゼーションによって文化の地平が広がる中で、世界全体の文脈の中で持続的

に「文化」の意義を問い直し、新たな文化交流と文化創造を切り開く広い視野と行動力。 

④教職を志望する者については、以上を通じて身につける教養、知識、能力に基づき、「未

来を担う者を育てる人材の育成」を目標とする教職に就くにふさわしい人間性と力量を

形成する。 

 

(欧米文化学科) 

①国際人として世界を舞台に活躍するための、責任ある主体性やコミュニケーション力を

習得する。 
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②グローバル世界に大きな影響力を持つ欧米文化についての知識や、それを源流とする思

考法を身につける。 

③現代国際社会の複雑な多文化状況を読み解き、文化的問題の解決に貢献するための文化

的批判力を習得する。 

④こうした育成目途に即した学科目を履修し、学科所定の卒業履修単位を取得した学生に、

学士(欧米文化学)の学位を授与する。 

 

(日本文化学科) 

①日本の社会や文化の課題に、世界の中での日本を見つめるグローバルな視点から取り組

むことができる人として活躍できるための、人文学の幅広くかつ深い学識を習得する。 

②歴史的･文化的･精神的な遺産を、正しく理解し尊重する専門的な知識にたって、さまざ

まな持ち場で活躍できる市民としてのあり方を身につける。 

③文章表現や言語的コミュニケーションの力を習得し、積極的な自己実現の意欲と、同時

に他者を尊重する態度を涵養する。 

④こうした育成目途に即した学科目を履修し、学科所定の卒業履修単位を取得した学生に、

学士(日本文化学)の学位を授与する。 

 

(児童学科) 

① 「人間学を基底においた児童学」を通じて培った他者理解の方法論を基にして、言葉・

子どもの文化・人間関係に関する素養を身につけた人を育てる。 

② 発達理論や心理学の知識を土台にして子どもの「言葉にならない思い」を汲むことがで

きるとともに、対人援助技術を身につけコミュニケーション力を活かして社会で活躍で

きる人を育てる。 

③ 異文化を背景とした「子どもの育ち」を応援できる、グローバル化に対応できる人を育

てる。 

④ 資格取得を求める学生に対しては、責任感と倫理観を備えた子どもを育てる専門人とし

て、子どもとその家族の良きパートナーになり、子どもが生きやすい環境づくりと社会

全体の福祉に貢献できる小学校教諭、特別支援学校教諭、幼稚園教諭、保育士となるよ

う育成を図る。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

(公表方法：https://www.seigakuin.jp/about/policy/hmn-policy2018/) 

(概要) 

(人文学部) 

①キリスト教精神に触れることで世界や社会を眼差す視野を広げ、深い人間理解をなし得

る科目を設置する。 

②初年次導入教育を基盤として少人数教育の利点を生かす中で、文章力、読解力、思考力

を伸ばし、プレゼンテーション力を含む自己表現力と言語的コミュニケーション力を養

成する科目を設置する。 

③人文学の基礎的理解と多面的理解をめざし、社会で要請される倫理観とグローバル及び

ローカルな考察力、行動力を育成する科目を設置する。 

④「学びの主体」の意欲を醸成しつつ、歴史・文化・言語についての理解を得、必要な語

学力を身につけ、さらには国内外でのインターンシップを行う研修制度などにより、教

育分野をはじめ様々な分野で幅広く活躍できる職業人を育成する漸進的プログラムを設

置する。 

 

(欧米文化学科) 

①グローバル世界で活躍するための主体性や実際的な働く力を養い、さらには自ら国際人

育成に貢献するための教育力を育てる。 

②文化現象や文化的作品を読解する批判力を育てる。また言語を通して異文化や社会と関

わるコミュニケーション力を訓育する。 
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③現在のグローバル情勢への知識や洞察力を深めるとともに、異文化への共生的態度を涵

養する。 

④少人数制初年次教育で、オリジナルテキストを用い、学びに必要な基礎力の徹底的訓練

を行い、これに続く演習科目により論文作成、プレゼンテーションやディスカッション

の能力を育てる。 

 

(日本文化学科) 

①歴史学、文学、語学、哲学等の人文学をふまえた専門的知識と倫理観をもって、社会と

文化の諸課題に意欲的に取り組む能力を育てる。 

②常に、グローバル化する世界、また特に東アジアの近隣関係における異文化と多元的な

価値観をふまえつつ、日本の歴史・文化の深く広い知識を自らのものとする。 

③文章理解力･文章作成力・会話力を伸ばし、言語能力を高めることで、的確な自己表現力

とコミュニケーション能力とを育てる。 

④その他(さらなる目標として) 

１)知識取得だけではなく、研修科目や体験科目を用意し、実体験の中で文化に接し、身体

知としての文化の習得に努める。 

２)学校教育に関わる専門的知識を養い、教育水準の向上と課題解決能力を身につける。 

３)文化的発信・異文化との交流をめざして、日本文化の幅広い学識の上に立って日本語教

育にたずさわることのできる能力を身につける。 

 

(児童学科) 

① 初年次において人間学を基底においた児童学の入門科目、人文学の基礎的理解を目指す

科目、社会的に要請される倫理観を育てる科目を設置する。 

② 課題探求力、問題解決力を高め、表現力、コミュニケーション力、記述力を育てるため、

少人数で行う演習科目を設置する。 

③ 異文化を背景とした子どもの育ちや子育てを支える実践力を養成するために、異文化理

解や実践的英語力を身につける科目を設置する。 

④ 深い他者理解とコミュニケーション力を生かし、実践的な対人援助技術を身につけた専

門的職業人を育成するため、複数の系統的な学修プログラムを設置する。 

 

入学者の受入れに関する方針 

(公表方法：https://www.seigakuin.jp/about/policy/hmn-policy2018/) 

(概要) 

(人文学部) 

①キリスト教の文化や考え方を学ぶことを通して、自分を見つめ、「良く生きる」という

ことをじっくり考え、他者と関わろうとする人を求める。 

②表現力やコミュニケーション力を強化することで、自身の持つ可能性を再発見、育成し、

自立した社会人となることを目標としている人を求める。 

③文化に対する知識、体験を国内外に紹介、発信することを通じてグローバル及びローカ

ルな場で貢献をしたいと考えている人を求める。 

④大学という場で自らが文化を学び、体験することを通じて、「文化の継承者」を育成す

ることに熱意を持つ人を求める。 

 

(欧米文化学科) 

①ヨーロッパやアメリカの文化に接することで、自分の視野や考え方、生き方、行動力を

広げたい人を求める。さらに実社会で必要になる理解力、考察力、文章表現力、コミュ

ニケーション力を伸ばして、国内外で活躍したい人を歓迎する。 

②海外留学をしたい人、将来海外で活躍したい人、英語を用いて働きたい人、英語が好き

な人や伸ばしたい人、欧米の諸言語を学びたい人など、外国語でのコミュニケーション

を活躍の力にしたい人を求める。 

③文学・歴史・映画・思想など、様々な文化のジャンルのある分野に関心を持ち、文化を
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理解する力や新たな文化を創造する力を伸ばしたい人を求める。 

 

(日本文化学科) 

①知的好奇心にあふれ、柔軟な感性をもって、学習や文化的活動に自主的意欲的に取り組

むことのできる人を歓迎する。 

②日本の歴史・文学・思想・文化のさまざまな領域について、高校までの学習の上に、さ

らに幅広く、かつ、深く学びたいと願っている人を求める。 

③日本の文化を多面的に学ぶことで、世界のグローバル化の中で、自己を知り、他者を知

る態度を、正しく身につけることに関心のある人を受け入れる。 

 

(児童学科) 

① 子どもの人格とまっすぐに向き合い、個々の子どもを深く理解しようとするとともに、

子どもの文化を知ろうとする人を求める。 

② 日頃から身のまわりのことに関心を持ち、仲間と協働して活動し、より良い人間関係を

築こうという意欲を持ち、教育や保育に携わることを希望する人を求める。 

③ 他者との関わりを大切にし、自己の主張にとらわれず他者の声に耳を傾け、自らの人格

を高めようとする人を求める。 

 

 

学部等名 人間福祉学部 

教育研究上の目的 

(公表方法：https://www.seigakuin.jp/files/4015/3795/3576/00120.pdf) 

(人間福祉学部) 

本学部は、現代日本において、ただ単に目を過去に向けるだけでなく、その文化遺産を

継承して、「神を仰ぎ、人に仕う」という聖学院のスクール・モットーに則り、それを現

代の必要に応じて展開することを目途とする。現代において新しく開けてきた人生の２つ

の問題領域として、少子化によって開示された分野と、急速な高齢社会化によって開示さ

れた領域とがある。児童学科は、前者の問題領域に対応して新しい「児童文化」の形成を

試み、こども心理学科は、同じく前者に対応して寄り添いと共生を主眼とする新しい「奉

仕文化」の形成を試み、人間福祉学科は、少子・高齢化両方の社会動向に対処しつつ新し

い「福祉文化」の形成を目指す。この３学科をもって、人間福祉学部を構成するものとし

た。 

人間福祉学部では、研究の目的を上記に関わるものとし、教育の目的を以下のように掲

げる。 

①建学の理念を基軸にして学生の人間力を強化し、明確な方向性を持ちながら個性的に生

きる人間を育成する。 

②児童教育や福祉等に関わる諸資格を求める学生には、とくに「理念に立脚する専門人」

となり、それをベースに人間の深い理解に基づきともに生きる社会人となるように育成

を図る。 

③社会の中で、広く人間存在の生涯にわたる福祉向上に貢献できる人材となり、困難を抱

えた人々の人格を尊びながら相互に主体的な関係性を構築することができる人間の育成

を図る。 

 

(児童学科) 

元来児童の問題は広く人間全体の問題関心のコンテキストにおいて捉える必要があり、

それ故それは深く人間学的基礎において取り組まれるべき課題である。本学は人間福祉学

部の中に児童学科を設置し、これらの問題と学術的、教育的に取組み、将来の社会の担い

手として社会の希望としての児童の育成に広く貢献すべきと考える。この目的のため、本

法人の伝統的遺産であるキリスト教的人間理解、児童観、ならびに家庭観を生かしつつ、

併せて新しい児童の研究を発展させ、その関連で幼児教育者の養成を新しく展開していく

ことは、日本社会における本法人の教育的学術的使命である。 
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本学科は、キリスト教による児童理解の確立を目指す。キリスト教教育、キリスト教保

育などによって、児童の人間形成における宗教の意義について考え、キリスト教の人間観、

児童観をとおして、人間形成の本質をみきわめる力をつけさせる。また児童を、その生活

と文化、成長と発達、教育および福祉などの視野から総合的に研究し、新しい総合的児童

研究の確立を図る。そのために、児童文化系統、心理学系統、関連系統を設ける。また生

涯の専門職としての幼児教育者の育成のため、特に音楽教育に力点を置く。 

児童学科では、研究の目的を上記に関わるものとし、教育の目的を以下のように掲げる。 

①「人間学を基底においた児童学」を通じて培った他者理解の方法論や感受性を基にして、

言葉・人間関係・子どもの文化に関する素養を身につけた人を育てる。 

②発達理論や心理学の知識を土台にして子どもの「言葉にならない思い」を汲み、保育技

術と対人援助技術を身につけてその思いに寄り添える実践者を育てる。 

③資格取得を求める学生に対しては、責任感と倫理観を備えた子どもを育てる専門人とし

て、子どもとその家族の良きパートナーになり、子どもが生きやすい環境づくりと社会

全体の福祉に貢献できる小学校教諭、幼稚園教諭、保育士となるよう育成を図る。 

④異文化を背景とした「子どもの育ち」を応援できる、グローバル化に対応した専門職を

育てる。 

 

(こども心理学科) 

現代において、心身の問題、また発達障害などの課題を抱えているこどもたちがいる。

本学では日本社会の明日を担う時代のこどもたちの精神的課題の突破口に光を当てるため

には、専門的に心理学の課題と取り組まなければならないことを自覚するに至った。そこ

で、十分な専門的基礎の上に立ってこの現代的課題と取り組む学科を設立することとした。 

また、近年発生した大災害に起因した短期および長期にわたる心理学的課題を負うこど

もたちをはじめ、心身ともに多様な困難さの中にあるこどもたちに対する心理学的ケア・

サポートを実践する機会を提供し、その体験を通して共感性を持った社会的貢献のできる

人材を育成する必要も、これからの課題だと考える。 

こども心理学科では、研究の目的を上記に関わるものとし、教育の目的を以下のように

掲げる。 

①こどもの人格・人権を十分に尊重することのできるゆるぎない価値観と深い人間理解の

基盤を形成し、各々、その価値観に基づいて社会貢献が出来る人を育てる。 

②こども期にある人々にケア・サポートを提供する実践者を育てる。 

③こどもが育つ社会や文化、生活などの環境を理解し、こどもたちを支え、人間的にとも

に育っていく人材を育てる。 

 

(人間福祉学科) 

福祉は人間の根本欲求であり、人権の内容を規定すると同時に、社会の性格をも規定す

る。それは日本国憲法第 25 条に表現されている。この憲法の理想は、福祉文化の基盤整備

なしに、空文となる。福祉は、文化の成熟度の指標だからである。福祉文化形成は、福祉

社会として制度化されねばならない。 

17 世紀ピューリタン革命の時、「人民の福祉が最高の法なり」との古いストア的格言が

新しくキリスト教的含蓄をもって主張された。それは福祉的人間の自覚と福祉による社会

の再構築の意志とを生み出した。それは現代日本の社会的課題でもある。人間福祉学科は、

このピューリタニズムの伝統を継承し、現代に生かすことを企てる。 

福祉社会の形成は、国家のすぐれて政治的行政的課題である。しかし、またそれだけで

なく、福祉社会がしかるべき人間的基礎を要求するものであるかぎり、それは教育の課題

でもある。福祉社会がいかなる制度的形態をとるべきか、本学はそれを教育の課題として

受け止める。 

福祉文化人、もしくは福祉人は、福祉社会の人間的基礎である。福祉人の養成なしに、

福祉社会の形成はない。本学科の使命は、福祉文化の担い手たる福祉人の養成である。そ

のような人間の必要は、社会福祉という特定の分野に限定されるべきではない。社会のい

たるところで、福祉人は、社会を福祉社会へと膨らませるパン種と成る人間とならねばな
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らない。 

しかし本学科は、福祉文化の担い手としての基礎教養を備え、社会福祉の現場で働く専

門職の養成という具体的焦点を併せ持っている。精神なき専門人でなく、精神だけで専門

的訓練のない心情家でもなく、福祉人という人間的基礎を持った福祉士である「精神ある

専門人」を養成することを目指す。 

人間福祉学科では、研究の目的を上記に関わるものとし、教育の目的を以下のように掲

げる。 

①福祉のこころを基盤とし、人間と社会に積極的に関わり、広く福祉施設や医療機関等で

福祉援助に従事する専門職、地域づくりやＮＰＯ法人活動等に従事する地域福祉職・福

祉行政職、さらには福祉的視野や価値観をもって第一線で活躍する企業人などを育成す

る。 

②資格取得を求める学生に対しては、認定心理士や福祉住環境コーディネーター資格を取

得し、保健・医療関係者と連携し個別支援や福祉の街づくりなどに貢献できる人材とし

ての育成をめざす。社会福祉士、精神保健福祉士国家試験受験資格取得をめざす学生に

は、共働者や問題当事者等の人格を大切にし、尊厳保持のもとに関わっていくことので

きる人としての育成を図る。 

③資格取得以外の道を選択する学生に対しても、「神を仰ぎ、人に仕う」という建学の精

神に従い、その社会的立場、また職種等に応じて、人間の福祉形成に貢献していく人格

として成長できるよう育成を図る。 

 

卒業の認定に関する方針 

(公表方法：https://www.seigakuin.jp/about/policy/hwf-policy/) 

(概要) 

(人間福祉学部) 

所定の課程を終了することで、深い人間理解を培い、他者と自己を理解し、福祉社会の実

現に向けて貢献できる人材を育成します。 

①建学の理念を基軸にして学生の人間力を強化し、福祉社会への明確な方向性を持ちなが

ら個性的に生きる能力。 

②児童教育や福祉等に関わる諸資格を求める学生には、とくに「理念に立脚する専門人」

となり、それをベースに人間の深い理解に基づきともに生きる社会人となる能力。 

③グローバル社会の中で、広く人間存在の生涯にわたる福祉向上に貢献できる人材となり、

困難を抱えた人々の人格を尊びながら相互に主体的な関係性を構築することができる能

力。 

 

(児童学科)  

①「人間学を基底においた児童学」を通じて培った他者理解の方法論や感受性を基にして、

言葉・人間関係・子どもの文化に関する素養を身につけた人を育てる。 

②発達理論や心理学の知識を土台にして子どもの「言葉にならない思い」を汲み、保育技

術と対人援助技術を身につけてその思いに寄り添える実践者を育てる。 

③資格取得を求める学生に対しては、責任感と倫理観を備えた子どもを育てる専門人とし

て、子どもとその家族の良きパートナーになり、子どもが生きやすい環境づくりと社会

全体の福祉に貢献できる小学校教諭、幼稚園教諭、保育士となるよう育成を図る。 

④異文化を背景とした「子どもの育ち」を応援できる、グローバル化に対応した専門職を

育てる。 

⑤こうした育成目途に即した学科目を履修し、学科所定の卒業履修単位を取得した学生に、

学士(児童学)の学位を授与する。 

 

(こども心理学科) 

①人格・人権を十分に尊重することのできるゆるぎない価値観と深い人間理解の基盤を形

成し、各々、その価値観に基づいて社会貢献が出来る人を育てる。 

②人間が生きる社会や文化、生活などの環境を理解し、特に人生を歩みの初期にあるこど
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もたちを支え、人間的にともに育っていく人材を育てる。 

③こども期にある人々にケア・サポートを提供する実践者を育てる。 

④こうした目途に即した学科目を履修し、学科所定の卒業履修単位を取得した学生に、学

士(心理・健康保健学)の学位を授与する。 

 

(人間福祉学科) 

①社会福祉学と心理学を中心に「人と社会」に関する広範な知識を修得し、「人と社会」

に関係するテーマで卒業研究を終了した者に学士(人間福祉学)の学位を与える。 

②「人と社会」に関する広範な知識の修得と卒業研究に加えて、演習・実習を通して社会

福祉援助技術を修得した者には、学士(人間福祉学)の学位に加えて社会福祉士の国家試

験受験資格を与える。 

③「人と社会」に関する広範な知識の修得と卒業研究に加えて、演習・実習を通して精神

保健福祉援助技術を修得した者には、学士(人間福祉学)の学位に加えて精神保健福祉士

の国家試験受験資格を与える。 

④「人と社会」に関する広範な知識の修得と卒業研究に加えて、演習・実習を通して心理

学研究法を修得した者には、学士(人間福祉学)の学位に加えて認定心理士の資格を与え

る。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

(公表方法：https://www.seigakuin.jp/about/policy/hwf-policy/) 

(概要) 

(人間福祉学部) 

①人格を尊び合うことを基本に据え、児童学、福祉学、さらに心理学や環境等に関わる人

間生活に直結する学問を深めていく。特に諸科目の理念に即した配置と学びを強化する。 

②教育や福祉等の分野において、技術論等の実践教育を強化・徹底するため、それを具体

的に学ぶ演習科目の充実を図る。さらにそれを基盤において支え、社会に浸透させてい

くために生活に密着した文化論領域のカリキュラムを充実させる(児童文化論、福祉文化

論等)。 

③直接専門職に携わらない学生達に対しても、各学科における学びを日常生活および職務

上の業務遂行に役立てることができるように諸科目および科目群の設定ならびに教育群

の一般化に配慮する。 

④福祉専門職、教育職等に従事する卒業生と学部学生との交流を図り、現場を感じさせる

授業内容を設定する。 

 

(児童学科) 

①人間学を基底におき児童学の立場からの学びを深めるため、卒業必修科目である「児童

学概論」を初年次に設置する。 

②建学の精神に沿った学生一人ひとりの育ちを確実なものにするために、すべての学生を

対象に少人数のゼミを設置し、担当教員の継続的な見守りの中で、課題探求力・問題解

決力・表現力・コミュニケーション力・記述力を育てる演習を行う。 

③保育実習、教育実習に必要な基礎力を養成する。また学科で可能な資格取得のための実

習の前提として、基礎実習を設置する。 

④その他 

１)異文化を背景とした子どもの育ちや子育てを支える実践力を養成するために、異文化理

解や実践的英語力を身につける科目を設置する。 

２)子どもに関わる専門職としての倫理観を育てる(初年次に教師論を設置等)。 

３)実践者としての力を育てるために、すべての実習科目の事前事後学習には個別指導を取

り入れ、きめ細かく実施する。 

４)子どもの表現にこめられた「こころもち」を汲み取る力を育てるために、実技科目や表

現理論と実践を学ぶ機会を充実させる。 

５)子どもに関わる感受性を磨くために、アッセンブリアワーをとおして子どもの専門家の
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話を直接聴く機会を設ける。 

 

(こども心理学科) 

①人間学や倫理学など、人格と人権を尊重するための知識を獲得するだけでなく、社会で

の実践体験を通して、スピリチュアルな世界に目を啓き、人格と人権を尊重するゆるぎ

ない価値観を持って社会貢献ができることを学ぶ。 

②主に心理学系科目を主体とした学びを深める。1)人が備えている人としての特性や特徴

を学ぶ。2)個体発生から青年期に至る時期までを「こども期」と捉え、発達によって生

じる「こども期」のさまざまな心理と心理的危機を学ぶ。3)心理学的支援の方法を学ぶ。

こうした学びにより、希望者に応じて認定心理士の資格取得を可能にする。(さらに将来

的に公認心理師への道を開く) 

③「こども期」のこどもの健康を保持・増進するための基本的知識と技能を身につける。 

④「こども期」の発達に影響する環境や文化についての知識を学び、こども期の学習と発

達を支援する技能を身につける。 

 

(人間福祉学科) 

①「人と社会関連科目」「心理関連科目」「福祉関連科目」から成る「人間社会科目」群

を置き、諸講義科目の配置により、個々の学生の関心に合わせた「人と社会」に関する

広範な知識を修得させる。 

②社会福祉士・精神保健福祉士の国家試験受験資格取得をめざす学生のために「国家資格

演習・実習科目」を置き、演習および実習を通して社会福祉援助技術・精神保健福祉援

助技術を修得させる。 

③専門演習および卒業研究からなる「演習科目」を置き、能動的な学習の機会を与えて、

講義科目を通して修得した専門知識の深化をはかる。 

 

入学者の受入れに関する方針 

(公表方法：https://www.seigakuin.jp/about/policy/hwf-policy/) 

(概要) 

(人間福祉学部)  

①理念を有する専門人として具体的資格(幼稚園・小学校教諭、保育士、社会福祉士、精神

保健福祉士、認定心理士等)とそれを基盤にした職業を求め、共働者および利用者の人格

にふれながら諸活動をなすことのできる人を求める。 

②児童文化、福祉文化、さらに児童教育や支援を求める人々への対応技術を広く体現し、

それを卒業後、社会生活や家庭生活の中で生かそうとする学生を求める。 

③人間個々の可能性とその向上、喜びある人生、および直面する「生活問題」等を学び、

それを通じて人間について深く知ろうとする学生を求める。 

 

(児童学科) 

①子どもの人格に真向かい、個々の状況に共感して細やかに理解し、それぞれの発達に応

じた関わりや教育的配慮をしつつ、原点から人間を知ろうと努力する学生を求める。 

②日頃から身のまわりのことに関心をもって、物や人との関わりあいを大切にし、仲間と

協同して活動し、より良い人間関係を築こうという意欲をもち、教育や保育に携わるこ

とを希望する学生を求める。 

③他者の立場に立って自身の考えや行動を組み立て、他者に伝わるようにそれを表わそう

とし、自己の主張にとらわれず、他者の声に耳を傾けて自らの人格に磨きをかけること

をもなしうる学生を求める。 

 

(こども心理学科) 

①喜びや怒り、苦しみや悲しみなど、その時々の状況で変化するこどもの「こころ」に共

感しながら、なぜそのような「こころ」が生じるのかについて強い関心と興味を抱く学

生を求める。 
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②人と社会との関わりに関心があり、「こども期」にある人と自分、友だちと自分、大人

と自分、多様な人々と関わることが楽しいと感じる。そして、今よりさらに良い人間関

係を築くことに意欲が持てる学生を求める。 

③こどもが置かれている状況は、常に変化し続けている。生活環境や時代の変化、アジア

とヨーロッパなどの文化の違い、経済状況の変化などが、こどもの人格形成にどんな影

響を及ぼすのかなどを考えることに深く興味を抱くことが出来る。その上で、具体的に

生じているこどもを巡る出来事への対応に力をつくしたいと願う学生を求める。 

 

(人間福祉学科) 

①広く人と社会について考え、体験し、その中で自分の進路を探そうとする者を求める。 

②子どもから高齢者まで、健康な人も健康問題を抱える人も、ともに生きる福祉社会の実

現を目指して、社会のさまざまな場面で「人の役に立つ」人になりたいと希望している

者を求める。 

③社会福祉の知識と援助技術を修得して社会福祉士の資格を取得し、有資格のソーシャル

ワーカーになることを希望する者を求める。 

④精神保健福祉の知識と援助技術を修得して精神保健福祉士の資格を取得し、有資格のソ

ーシャルワーカーになることを希望する者を求める。 

⑤心理学の知識を修得して認定心理士の資格を取得し、心理専門職になることを希望する

者を求める。 

 

 

学部等名 心理福祉学部 

教育研究上の目的 

(公表方法：https://www.seigakuin.jp/files/4015/3795/3576/00120.pdf) 

(概要) 

(心理福祉学部) 

心理福祉学部は、プロテスタント・キリスト教の文化的伝統を受け継ぐ聖学院大学にあ

って、建学の理念「神を仰ぎ 人に仕う」のより具体的な目標である「良き隣人となる」人

材の育成をめざす学部である。 

高度に多様化・複雑化し、急速に変化する今日の社会にあって、「生きづらさ」を感じ

る人が増加しつつある。また、社会経済的な格差が拡大しつつある中での貧困の連鎖の解

消、心身の障害をもつ人びとの自律・自立支援、高齢者の介護と権利擁護など福祉的課題

が重要さを増してきている。このような現代社会にあって「良き隣人となる」ためには、

善意だけでは足りず、専門的な知識と支援の技術をもつことが不可欠である。心理福祉学

部においては、「福祉の心」を涵養し、現代人の心の問題と現代社会の福祉的課題に関す

る専門的な知識と支援の技術を教授して、現代社会において「良き隣人となる」人材の養

成をめざす。 

心理福祉学部では、研究の目的を上記に関わるものとし、教育の目的を以下のように掲

げる。 

① 心理学と福祉学の専門知識を修得し、「良き隣人」となって共生社会の創成に資するた

めの基礎的な知識と能力を培い、所定の卒業要件単位を取得した者に学士(心理福祉学)

の学位を授与する。 

② 心理学もしくは福祉の資格取得をめざして所定の単位を取得した者には学士(心理福祉

学)の学位に加えて当該資格を与える。 

 

(心理福祉学科) 

心理福祉学科は、乳幼児期から高齢期にいたるまでの人生全般にわたって現代人が直面す

る諸課題について心理学と福祉学の両面から学ぶことを特色とする。 

本学科においては、現代人の心理および現代社会における福祉的課題に関する専門的な知

識と支援のために必要な知識を教授し、現代社会に生きる人びと、特に日常生活におい

て身体的・精神的・社会的な支援を必要とする人びとの心理・社会的課題を理解し、共
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感し、支援する能力を修得させる。そして、そのことを通して、「良き隣人」として福

祉社会の実現に寄与する人材を養成する。またさらに、心理学および福祉学の専門知識

と支援技術をもって総合的に支援する専門職の養成をめざす。 

心理福祉学科では、研究の目的を上記に関わるものとし、教育の目的を以下のように掲げ

る。 

① 心理学と福祉学を中心に、現代人の心理と現代社会における福祉的課題に関する専門知

識を修得し、共生社会の創成に資するための基礎的な知識と能力を身につけた者に学士

(心理福祉学)の学位を与える。 

② 現代人の心理と現代社会における福祉的課題に関する専門知識を修得し、共生社会の創

成に資するための基礎的な知識と能力を身につけたうえで、演習・実習を通して心理学

研究法および心理学的支援の技術を修得した者には、学士(心理福祉学)の学位に加えて

公認心理師の国家試験受験資格を与える(ただし、本学科卒業後に大学院課程を修了もし

くは実務経験を得ることを条件とする)。 

③ 現代人の心理と現代社会における福祉的課題に関する専門知識を修得し、共生社会の創

成に資するための基礎的な知識と能力を身につけたうえで、演習・実習を通して社会福

祉援助技術を修得した者には、学士(心理福祉学)の学位に加えて社会福祉士の国家試験

受験資格を与える。 

④ 現代人の心理と現代社会における福祉的課題に関する専門知識を修得し、共生社会の創

成に資するための基礎的な知識と能力を身につけたうえで、演習・実習を通して精神保

健福祉援助技術を修得した者には、学士(心理福祉学)の学位に加えて精神保健福祉士の

国家試験受験資格を与える。 

 

卒業の認定に関する方針 

(公表方法：https://www.seigakuin.jp/about/policy/psw-policy2018/) 

(概要) 

(心理福祉学部) 

① 心理学と福祉学の専門知識を修得し、「良き隣人」となって共生社会の創成に資するた

めの基礎的な知識と能力を培い、所定の卒業要件単位を取得した者に学士(心理福祉学)

の学位を授与する。 

② 心理学もしくは福祉の資格取得をめざして所定の単位を取得した者には学士(心理福祉

学)の学位に加えて当該資格を与える。 

 

(心理福祉学科) 

① 心理学と福祉学を中心に、現代人の心理と現代社会における福祉的課題に関する専門知

識を修得し、共生社会の創成に資するための基礎的な知識と能力を身につけた者に学士

(心理福祉学)の学位を与える。 

② 現代人の心理と現代社会における福祉的課題に関する専門知識を修得し、共生社会の創

成に資するための基礎的な知識と能力を身につけたうえで、演習・実習を通して心理学

研究法および心理学的支援の技術を修得した者には、学士(心理福祉学)の学位に加えて

公認心理師の国家試験受験資格を与える(ただし、本学科卒業後に大学院課程を修了もし

くは実務経験を得ることを条件とする)。 

③ 現代人の心理と現代社会における福祉的課題に関する専門知識を修得し、共生社会の創

成に資するための基礎的な知識と能力を身につけたうえで、演習・実習を通して社会福

祉援助技術を修得した者には、学士(心理福祉学)の学位に加えて社会福祉士の国家試験

受験資格を与える。 

④ 現代人の心理と現代社会における福祉的課題に関する専門知識を修得し、共生社会の創

成に資するための基礎的な知識と能力を身につけたうえで、演習・実習を通して精神保

健福祉援助技術を修得した者には、学士(心理福祉学)の学位に加えて精神保健福祉士の

国家試験受験資格を与える。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 
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(公表方法：https://www.seigakuin.jp/about/policy/psw-policy2018/) 

(概要) 

(心理福祉学部) 

① 学生の主体的な学習と科目選択を可能とするために、多くの専門科目を配置する。 

② 心理学もしくは福祉の資格取得をめざす学生のために、資格取得に必要な科目を開設す

る。 

 

(心理福祉学科) 

① 現代人の心理および現代社会における福祉的課題を扱う講義科目を多数配置し、学生は

その関心・目的に即して主体的に選択できるようにする。 

② 体系的な学習を容易にするため、3 つの履修モデル ──「共生社会創成コース」「心理

学コース」「福祉学コース」── を用意する。「共生社会創成コース」の中には、さら

に心理学を主とするモデルと福祉学を主とするモデルを設ける。 

③ 講義科目においては能動的な学習の機会を増やし、専門演習および卒業研究からなる「演

習科目」では、さらに能動的な学習を行うことで、講義科目を通して修得した専門知識

の深化をはかる。 

④ 公認心理師・社会福祉士・精神保健福祉士の国家試験受験資格取得をめざす学生のため

に「国家資格演習・実習科目」を置き、演習・実習等を通して専門的な職務遂行に必要

な知識・技術を修得させる。 

 

入学者の受入れに関する方針 

(公表方法：https://www.seigakuin.jp/about/policy/psw-policy2018/) 

(概要) 

(心理福祉学部)  

① 人の「こころ」を理解したいと思う人、人と社会の関わりに関心がある人、支援を必要

とする人を理解し、共感し、支援する能力を得たいと希望する人を求める。 

② さまざまな特性をもった人がともに幸せに生きることのできる社会を実現したいと思う

人、社会のさまざまな場面で「人の役に立てる」ようになりたいと希望している人を求

める。 

 

(心理福祉学科) 

① 人の「こころ」に強い関心を抱く人、人と社会の関わりに関心がある人、よりよい人間

関係を築くことに意欲のある人、あるいは支援を必要とする人びとの心理・社会的課題

を理解し、共感し、支援する能力を得たいと希望する人を求める。 

② 子どもから高齢者まで、健康な人も健康問題を抱える人も、ともに生きる社会の実現を

目指して、社会のさまざまな場面で「人の役に立つ」人になりたいと希望している人を

求める。 

③ 心理学の知識を修得し、公認心理師の資格を取得して、心理専門職になることを希望す

る人を求める。 

④ 社会福祉の知識と援助技術を修得し、社会福祉士の資格を取得して、有資格のソーシャ

ルワーカーになることを希望する人を求める。 

⑤ 精神保健福祉の知識と援助技術を修得し、精神保健福祉士の資格を取得して、有資格の

ソーシャルワーカーになることを希望する人を求める。 

 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.seigakuin.jp/about/data/data_2018/ 
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③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 
学部等の組

織の名称 

学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 2 人 － 2 人 

政治経済学

部 
－ 

7 人 8 人 1 人 1 人 0 人 17 人 

人文学部 － 17 人 10 人 2 人 2 人 0 人 31 人 

人間福祉学

部 
－ 

9 人 3 人 4 人 2 人 0 人 18 人 

心理福祉学

部 
－ 

6 人 1 人 0 人 2 人 0 人 9 人 

教養部（一般教

育） 
－ 

1 人 3 人 8 人 0 人 2 人 14 人 

大学院 － 2 人 0 人 1 人 0 人 0 人 3 人 

附置研究所 － 1 人 0 人 2 人 0 人 0 人 3 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 246 人 246 人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法： 

https://unipa.seigakuin-univ.ac.jp/kgResult/japanese/researchersHtml/19790/1979

0_Researcher.html 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

【実施体制】 

本学では、教員の教育・研究指導の内容及び方法の改善、並びに教職員の大学運営に必要な能力及び資

質の向上を目的とし、「ＦＤ・ＳＤ委員会」を設置している。委員会は学長が指名したＦＤ・ＳＤ委員

長を含む教員５人（各学科より１名ずつ選出）とＳＤ担当委員長を含む職員４名の計９名で構成し、原

則として月に１回開催している。 

【実施状況】 

・全学ＦＤ研修会の開催 

・新任教員ＦＤ研修会の開催 

・アクティブ・ラーニング研究会の共催 

・授業評価アンケート集計結果を元にした学生からの意見聴取 

・シラバス執筆マニュアル作成・配布とシラバスチェック 

・外部研修会への参加促進 

・各学部学科・部署主催のＦＤ研修会等の把握 
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④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並び

に進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

政治経済学部 160 人 220 人 137.5％ 640 人 710 人 110.9％ 若干名 1 人 

人文学部 260 人 318 人 122.3％ 840 人 810 人 96.4％ 若干名 2 人 

人間福祉学部 0 人 0 人 0.0％ 520 人 276 人 53.1％ 募集なし 0 人 

心理福祉学部 

120 人 146 人 121.7％ 240 人 272 人 113.3％ 

3 年次： 

20 名 

2 年次： 

若干名 0 人 

合計 540 人 684 人 126.7％ 2,240 人 2,068 人 92.3％  3 人 

（備考）人間福祉学部は平成 30 年度より募集停止 

 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

政治経済学部 
113 人 

（100％） 

2 人 

（1.8％） 

76 人 

（67.3％） 

35 人 

（31.0％） 

人文学部 
75 人 

（100％） 

2 人 

（2.7％） 

55 人 

（73.3％） 

18 人 

（24.0％） 

人間福祉学部 
164 人 

（100％） 

1 人 

（0.6％） 

140 人 

（85.4％） 

23 人 

（14.0％） 

心理福祉学部 
0 人 

 

0 人 

 

0 人 

 

0 人 

 

合計 
352 人 

（100％） 

5 人 

（1.4％） 

271 人 

（77.0％） 

76 人 

（21.6％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

主な進学先：聖学院大学大学院、桜美林大学大学院、武蔵野大学大学院 

就職先：小学校教員､公立保育所､行田総合病院､東京都社会福祉事業団､フジフーズ､京急ＥＸイン 

（備考）心理福祉学部は平成 30 年度から開設 

 

 

  

23/27



  

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

政治経済学部 
144 人 

（100％） 

92 人 

（63.9％） 

15 人 

（10.4％） 

37 人 

（25.7％） 

0 人 

（0％） 

人文学部 
119 人 

（100％） 

66 人 

（55.5％） 

16 人 

（13.4％） 

37 人 

（31.1％） 

0 人 

（0％） 

人間福祉学部 
204 人 

（100％） 

152 人 

（74.5％） 

14 人 

（6.9％） 

38 人 

（18.6％） 

0 人 

（0％） 

心理福祉学部 

(平成30年～) 

0 人 

 

0 人 

 

0 人 

 

0 人 

 

0 人 

 

合計 
467 人 

（100％） 

310 人 

（66.4％） 

45 人 

（9.6％） 

112 人 

（24.0％） 

0 人 

（0％） 

（備考）心理福祉学部は平成 30 年に開設したため、当該項目の入学者および卒業者なし。 

本学学則および「転学部・転学科に関する内規」に則り、人間福祉学部から政治経済学部への

２名の学籍異動が認められたため、入学者数に対する修業年限期間内卒業者数が政治経済学部+

２、人間福祉学部-２として報告。全体合計は変更なし。 

中途退学者数 112 名のうち 39 名が「学費未納による除籍」であり、入学者全体の 8％を占める。 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

【授業計画書（シラバス）の作成過程】 

授業計画書（シラバス）執筆要項を作成・配布し、授業の方法及び内容、到達目標、準備学習

（予習・復習）、成績評価の方法及び基準等の明記を全教員に求めている。また、執筆要項に

基づき、ＦＤ・ＳＤ委員会によるチェックを実施。執筆内容の不備等の修正を授業担当教員に

求め、修正したうえで公表している。 

【授業計画書の作成・公表時期】 

前年度の 11 月～1月を授業計画書入稿期間、2月をチェック期間とし、履修ガイダンス期間前

（3月中旬）までにＷｅｂにて公表している。 

 

  

24/27



  

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

【学習成果に係わる評価】 

本学では、「聖学院大学学則」（第 23条・第 24条）及び「単位認定に関する内規」

に基づき、客観的な指標として成績評価基準を設定し、学生要覧（冊子及び Web）に

て公表している。成績評価は、Ｓ（90-100 点）・Ａ（80-89 点）・Ｂ（70-79 点）・

Ｃ（60-69 点）・Ｄ（０-59 点）・Ｘ（３分の２以上出席という成績評価条件を満たさ

ない）の６つのレベルで行われ、Ｃ以上を合格としている。また点数を伴わない単位

認定科目は評価Ｎ（認定）で表示される。 

また、各授業の評価方法については、授業毎に複数の評価項目（試験、授業への参加

度、レポート等）と評価割合を設定し、シラバスに記載し公表している。 

【卒業の認定に関する方針の適切な実施状況】 
上記卒業の認定に関する方針、各学部・学科の学位授与方針、修得単位数を踏まえ、教

務部委員会、学科会、教授会により、それぞれの定めた要件について卒業の水準を達成し

ているかを合議し、卒業を認定している。 

 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

政治経済学部 政治経済学科 124 単位 有・無 各学期 24 単位 

人文学部 

欧米文化学科 124 単位 有・無 各学期 24 単位 

日本文化学科 124 単位 有・無 各学期 24 単位 

児童学科 

(平成 30 年～) 
124 単位 有・無 各学期 25 単位 

人間福祉学部 

(～平成 29 年) 

人間福祉学科 124 単位 有・無 各学期 25 単位 

児童学科 124 単位 有・無 各学期 25 単位 

こども心理学科 124 単位 有・無 各学期 25 単位 

心理福祉学部 

(平成 30 年～) 
心理福祉学科 124 単位 有・無 各学期 25 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 
成績優秀者および奨学金受給者の選出、特定科目の履修条件と

して活用 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法：成績表（学生ポータルサイト） 

学期ごとの成績推移の把握と成績不良の学生の指導に活用 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.seigakuin.jp/about/campus/ 
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⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

政治経済 政治経済 710,000 円 280,000 円 270,000 円 

【授業料】学年毎 2万円増額 

【入学金】留学生半額減免 

【その他】施設費 24 万円・教育

拡充費 1年 3万円、2～4年１万

円 

人文学部 

欧米文化 710,000 円 280,000 円 270,000 円 

【授業料】学年毎 2万円増額 

【入学金】留学生半額減免 

【その他】施設費 24 万円・教育

拡充費 1年 3万円、2～4年１万

円 

日本文化 710,000 円 280,000 円 270,000 円 

【授業料】学年毎 2万円増額 

【入学金】留学生半額減免 

【その他】施設費 24 万円・教育

拡充費 1年 3万円、2～4年１万

円 

児童 760,000 円 280,000 円 270,000 円 

【授業料】学年毎 2万円増額 

【その他】施設費 24 万円・教育

拡充費 1年 3万円、2～4年１万

円 

心理福祉 心理福祉 760,000 円 280,000 円 270,000 円 

【授業料】学年毎 2万円増額 

【入学金】留学生半額減免 

【その他】施設費 24 万円・教育

拡充費 1年 3万円、2～4年１万

円 

人間福祉 

児童 

（3年～） 
800,000 円 0 円 250,000 円 

（H30 年度より募集停止） 

【授業料】学年毎 2万円増額 

【その他】施設費 24 万円・教育

拡充費 1年 3万円、2～4年１万

円 

こども心理 

（3年～） 
800,000 円 0 円 250,000 円 

（H30 年度より募集停止） 

【授業料】学年毎 2万円増額 

【その他】施設費 24 万円・教育

拡充費 1年 3万円、2～4年１万

円 

人間福祉 

（3年～） 
800,000 円 0 円 250,000 円 

（H30 年度より募集停止） 

【授業料】学年毎 2万円増額 

【その他】施設費 24 万円・教育

拡充費 1年 3万円、2～4年１万

円 
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⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

入学時に入学金相当額を減免する進学・修学支援制度に加え、在学時は一定の収入を下回る世

帯に対し、年間授業料の 30％を減免するルーラ・ロング・コームズ奨学金を募集し、学生への

経時的支援に取り組んでいる。募集定員は進学・修学支援制度が 30 名、ルーラ・ロング・コ

ームズ奨学金が 50 名となっている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

進路選択力を高めるために、キャリアガイダンスにて、自己分析、履歴書・ES 対策、面接練習、

業界研究などグループワークを取り入れながら様々な講座を開講。また、実際に企業を知る機

会として、埼玉県内や都内の優良企業の協力の下、単位認定インターンシップや学内企業合同

説明会(年 2 回)、4 年次 6月以降、選考を交えた学内企業説明会を開催。 

学科別キャリアアドバイザー制度を導入し、毎回同じ担当者が対応し、一人ひとりの学生の特

性を見極めながら、学生が主体的に自らの進路を設計していくための支援、指導を行っている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

身体に係る支援として保健室を設置。養護教諭や看護師の資格を持つスタッフ 3名が学生のフ

ィジカル面をサポートしている。また、心に係る支援として学生相談室を設置。カウンセラー

7 名が交代（平日約 2名体制）でメンタル面をサポートしている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.seigakuin.jp/about/data/ 
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